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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の実装設備と、前記複数の実装設備にダウンロードされるデータを格納するデータ
格納部と、前記データ格納部に格納されているデータのダウンロード処理を行うダウンロ
ード制御部と、前記複数の実装設備の設備状態に基づいて各実装設備のダウンロードの実
行可能性に関するステータスを確認するダウンロードステータス確認部と、前記ダウンロ
ードステータス確認部によって確認された各実装設備のダウンロードステータスを記憶す
るダウンロードステータス記憶部と、前記ダウンロード制御部に前記複数の実装設備への
データのダウンロードを開始する旨の指令を出すダウンロード指示部と前記ダウンロード
ステータス記憶部に記憶される前記ダウンロードステータスを変更するダウンロードステ
ータス変更部と、を備え、
　前記ダウンロード制御部が、前記ダウンロード指示部から前記指令を受けたときに、前
記ダウンロードステータス記憶部に記憶されている各実装設備のダウンロードステータス
に基づいて、ダウンロードを実行するかしないかの判断処理を行い、
　前記ダウンロードステータスが前記ダウンロードを実行できない旨の第１のダウンロー
ドステータスであることからダウンロードを実行しないと判断された場合には、前記ダウ
ンロード指示部に対してダウンロードが実行できない旨のエラー信号を送信せずに、前記
ダウンロードステータス変更部が前記ダウンロードステータスをダウンロードが可能とな
った時点でダウンロードを実行する旨の第２のダウンロードステータスに変更し、
　前記ダウンロード確認部は前記ダウンロードステータスがダウンロードを実行できる旨
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の第３のダウンロードステータスになったことが確認されるまで継続的に前記ダウンロー
ドステータスを確認することを特徴とする電子部品実装装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子部品実装装置におけるデータダウンロード方法であって、前記複
数の実装設備の全てにデータのダウンロードを開始する旨の指令を出す工程と、前記ダウ
ンロードステータス記憶部に記憶されているダウンロードステータスに基づいて各実装設
備のダウンロード処理を行う工程と、前記ダウンロードステータス記憶部に記憶されてい
るダウンロードの実行が不可能である旨のステータスについて、ダウンロードが可能とな
った時点でダウンロードを実行する旨のステータスに変更する工程と、ダウンロードステ
ータスが変更された実装設備についてダウンロードが可能となった時点でダウンロードを
実行する工程を含むことを特徴とするデータダウンロード方法。
【請求項３】
　複数の実装設備と、各実装設備と相互通信可能に接続された管理コンピュータとを備え
、一枚の基板に対し各実装設備毎に予め電子部品の実装箇所を割り当てておき、基板を各
実装設備に順に搬送することで、基板の全ての実装箇所への電子部品の実装が完了する電
子部品実装装置であって、
　各実装設備にはそれぞれ記憶部と制御部とが備えられており、各実装設備の動作制御は
それぞれの前記制御部に備えられた機構制御部によって行われ、また前記機構制御部の制
御プログラムとなるデータは前記各記憶部に備えられた実装プログラム記憶部に記憶され
ており、これらのデータは予め前記管理コンピュータの記憶部に実装データベースとして
格納されて、必要に応じてダウンロードされて各実装設備の実装プログラム記憶部に記憶
されるものであり、また前記管理コンピュータは前記各実装設備にダウンロード開始指示
を発信するダウンロード指示部を備え、また各実装設備の前記制御部にはダウンロード制
御部が備わっており、このダウンロード制御部はダウンロードステータス記憶部に記憶さ
れているダウンロードステータス情報に基づいてダウンロード処理を行うものであり、ま
た各実装設備の前記制御部にはそれぞれダウンロード確認・変更部が備えられており、こ
のダウンロードステータス確認・変更部は各実装設備のダウンロードステータスが、「可
能」もしくは「不可」の何れであるのかを確認し、確認したダウンロードステータスは前
記ダウンロードステータス記憶部に記憶され、またダウンロードステータス確認・変更部
は、前記ダウンロード指示部からダウンロード開始指令を受けたときに、ダウンロードス
テータスが「不可」となっている場合は、「予約」に変更するとともに、ダウンロードス
テータスの継続的な確認作業を開始するものであり、
　前記ダウンロード指示部は、各実装設備にデータダウンロード指令を送信し、データダ
ウンロード指令を受けた実装設備のうち前記ダウンロードステータス記憶部に記憶されて
いるダウンロードステータスが「可能」である実装設備については即時にデータダウンロ
ードを開始し、またダウンロードステータスが「不可」の実装設備については、前記ダウ
ンロードステータス確認・変更部が前記ダウンロードステータス記憶部に記憶されている
ダウンロードステータスを「予約」に変更し、その後、ダウンロードステータス確認・変
更部はダウンロードステータスの継続的な確認作業を開始し、ダウンロードステータスが
「可能」な状況になった時点で当該実装設備についてデータダウンロードを開始するもの
であり、管理コンピュータからデータダウンロード指令を受けた実装設備のうち前記ダウ
ンロードステータス記憶部に記憶されているダウンロードステータスが「不可」である実
装設備については、ダウンロードステータスを「予約」に変更し、エラー信号の送信は行
わず、ダウンロードステータスが「予約」となった実装設備についてはダウンロードステ
ータスが「可能」となった時点でダウンロードを自動的に実行することを特徴とする電子
部品実装装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板に電子部品の実装などの加工を施す複数の実装設備を備えた電子部品実
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装装置および複数の実装設備における実装動作制御に用いるデータのダウンロード方法に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　１台の電子部品実装装置に複数の実装設備を設け、基板を複数の実装設備を順次通過さ
せ、各実装設備で所定の電子部品のみを実装するようにしたことで基板１枚あたりのタク
トタイムを短縮することができる電子部品実装装置が存在する。このような電子部品実装
装置は多種類の基板を扱うことができるようになっていることが多く、扱う基板の品種な
どを変更する機種切替時には、各実装設備における実装動作制御に用いるプログラムなど
のデータを新たな基板の品種に対応したものに書き換える作業が必要になっている（特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３１６９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような電子部品実装装置では、各実装設備において実装作業中のデータダウンロー
ドはできないので、機種切替前の最終の基板が最後の実装設備を通過した後にデータダウ
ンロード作業を開始することが一般的ではあるが、既に基板が通過した実装設備について
はダウンロード開始までの間に空き時間が生じることになっていた。この空き時間をでき
るだけ少なくすれば、機種切替に要する時間を短縮することができ、実装生産性の向上に
つなげることができる。
【０００５】
　そこで本発明は、複数の実装設備で行うデータダウンロードに要する時間を短縮するこ
とができる電子部品実装装置およびデータダウンロード方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の電子部品実装装置は、複数の実装設備と、前記複数の実装設備にダウ
ンロードされるデータを格納するデータ格納部と、前記データ格納部に格納されているデ
ータのダウンロード処理を行うダウンロード制御部と、前記複数の実装設備の設備状態に
基づいて各実装設備のダウンロードの実行可能性に関するステータスを確認するダウンロ
ードステータス確認部と、前記ダウンロードステータス確認部によって確認された各実装
設備のダウンロードステータスを記憶するダウンロードステータス記憶部と、前記ダウン
ロード制御部に前記複数の実装設備へのデータのダウンロードを開始する旨の指令を出す
ダウンロード指示部と前記ダウンロードステータス記憶部に記憶される前記ダウンロード
ステータスを変更するダウンロードステータス変更部と、を備え、前記ダウンロード制御
部が、前記ダウンロード指示部から前記指令を受けたときに、前記ダウンロードステータ
ス記憶部に記憶されている各実装設備のダウンロードステータスに基づいて、ダウンロー
ドを実行するかしないかの判断処理を行い、前記ダウンロードステータスが前記ダウンロ
ードを実行できない旨の第１のダウンロードステータスであることからダウンロードを実
行しないと判断された場合には、前記ダウンロード指示部に対してダウンロードが実行で
きない旨のエラー信号を送信せずに、前記ダウンロードステータス変更部が前記ダウンロ
ードステータスをダウンロードが可能となった時点でダウンロードを実行する旨の第２の
ダウンロードステータスに変更し、前記ダウンロード確認部は前記ダウンロードステータ
スがダウンロードを実行できる旨の第３のダウンロードステータスになったことが確認さ
れるまで継続的に前記ダウンロードステータスを確認する。
【０００８】
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　請求項２に記載のデータダウンロード方法は、請求項１に記載の電子部品実装装置にお
けるデータダウンロード方法であって、前記複数の実装設備の全てにデータのダウンロー
ドを開始する旨の指令を出す工程と、前記ダウンロードステータス記憶部に記憶されてい
るダウンロードステータスに基づいて各実装設備のダウンロード処理を行う工程と、前記
ダウンロードステータス記憶部に記憶されているダウンロードの実行が不可能である旨の
ステータスについて、ダウンロードが可能となった時点でダウンロードを実行する旨のス
テータスに変更する工程と、ダウンロードステータスが変更された実装設備についてダウ
ンロードが可能となった時点でダウンロードを実行する工程を含む。
　請求項３に記載の電子部品実装装置は、複数の実装設備と、各実装装置と相互通信可能
に接続された管理コンピュータとを備え、一枚の基板に対し各実装設備毎に予め電子部品
の実装箇所を割り当てておき、基板を各実装設備に順に搬送することで、基板の全ての実
装箇所への電子部品の実装が完了する電子部品実装装置であって、各実装設備にはそれぞ
れ記憶部と制御部とが備えられており、各実装設備の動作制御はそれぞれの前記制御部に
備えられた機構制御部によって行われ、また前記機構制御部の制御プログラムとなるデー
タは前記各記憶部に備えられた実装プログラム記憶部に記憶されており、これらのデータ
は予め前記管理コンピュータの記憶部に実装データベースとして格納されて、必要に応じ
てダウンロードされて各実装設備の実装プログラム記憶部に記憶されるものであり、また
前記管理コンピュータは前記各実装設備にダウンロード開始指示を発信するダウンロード
指示部を備え、また各実装設備の前記制御部にはダウンロード制御部が備わっており、こ
のダウンロード制御部はダウンロードステータス記憶部に記憶されているダウンロードス
テータス情報に基づいてダウンロード処理を行うものであり、また各実装設備の前記制御
部にはそれぞれダウンロード確認・変更部が備えられており、このダウンロードステータ
ス確認・変更部は各実装設備のダウンロードステータスが、「可能」もしくは「不可」の
何れであるのかを確認し、確認したダウンロードステータスは前記ダウンロードステータ
ス記憶部に記憶され、またダウンロードステータス確認・変更部は、前記ダウンロード指
示部からダウンロード開始指令を受けたときに、ダウンロードステータスが「不可」とな
っている場合は、「予約」に変更するとともに、ダウンロードステータスの継続的な確認
作業を開始するものであり、前記ダウンロード指示部は、各実装設備にデータダウンロー
ド指令を送信し、データダウンロード指令を受けた実装設備のうち前記ダウンロードステ
ータス記憶部に記憶されているダウンロードステータスが「可能」である実装設備につい
ては即時にデータダウンロードを開始し、またダウンロードステータスが「不可」の実装
設備については、前記ダウンロードステータス確認・変更部が前記ダウンロードステータ
ス記憶部に記憶されているダウンロードステータスを「予約」に変更し、その後、ダウン
ロードステータス確認・変更部はダウンロードステータスの継続的な確認作業を開始し、
ダウンロードステータスが「可能」な状況になった時点で当該実装設備についてデータダ
ウンロードを開始するものであり、管理コンピュータからデータダウンロード指令を受け
た実装設備のうち前記ダウンロードステータス記憶部に記憶されているダウンロードステ
ータスが「不可」である実装設備については、ダウンロードステータスを「予約」に変更
し、エラー信号の送信は行わず、ダウンロードステータスが「予約」となった実装設備に
ついてはダウンロードステータスが「可能」となった時点でダウンロードを自動的に実行
する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のデータダウンロード方法によれば、ダウンロードが不可能な設備様態にある実
装設備については、ダウンロードの実行が可能となった時点で自動的にダウンロードが実
行されるので、複数の実装設備に対して一回ダウンロード開始指令を送るだけで全ての実
装設備に待ち時間を生じさせることなくデータダウンロードを実行させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態の電子部品実装装置の概略構成図
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【図２】本発明の実施の形態の電子部品実装装置の制御構成図
【図３】本発明の実施の形態の電子部品実装装置におけるデータダウンロード処理のフロ
ーチャート
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　最初に本発明の実施の形態の電子部品実装装置について図１、図２を参照して説明する
。図１において電子部品実装装置１は、直列に配置された複数の実装設備２～６を用いて
基板７を搬送し、搬送の過程で基板７に電子部品８を実装する装置である。搬送元側に配
置された実装設備２に搬入（矢印Ａ）された基板７は、実装設備３～５を経由し、搬送先
側に配置された実装設備６から搬出（矢印Ｂ）される。実装設備２は基板７の予め割り当
てられた箇所に電子部品８を実装し、実装後の基板７を実装設備３に搬送する。実装設備
３も同様に基板７の予め割り当てられた箇所に電子部品８を実装し、実装後の基板７を実
装設備４に搬送する。実装設備４～６についても同様である。
【００１２】
　このように電子部品実装装置１は、一枚の基板に対し実装設備２～６毎に予め電子部品
８の実装箇所を割り当てておき、基板７を各実装設備２～６に順に搬送することで、基板
７の全ての実装箇所への電子部品８の実装が完了するように構成されている。電子部品実
装装置１の動作制御を司る管理コンピュータ９は各実装設備２～６と相互通信可能に接続
されている。
【００１３】
　図２において各実装設備２～６にはそれぞれ記憶部１０と制御部１１が備えられている
。各実装設備２～６は同一の構成であるので代表として実装設備２のみを詳細に図示して
いる。各実装設備２～６の動作制御はそれぞれの制御部１１に備えられた機構制御部１２
によって行われる。機構制御部１２の制御プログラムとなるデータは各記憶部１０に備え
られた実装プログラム記憶部１３に記憶されている。これらのデータは予め管理コンピュ
ータ９の記憶部１４に実装データベース１５として格納されており、必要に応じてダウン
ロードされ、各実装プログラム記憶部１３に記憶される。
【００１４】
　管理コンピュータ９の制御部１６にはダウンロード指示部１７が備わっている。ダウン
ロード指示部１７はオペレータが入力部１８から入力した一括ダウンロード開始指令に基
づいて各実装設備２～６にダウンロード開始指示を発信する。各実装設備２～６の制御部
１１にはダウンロード制御部１９が備わっており、ダウンロード制御部１９はダウンロー
ドステータス記憶部２０に記憶されているダウンロードステータス情報に基づいてダウン
ロード処理を行う。
【００１５】
　各実装設備２～６の記憶部１０にはそれぞれダウンロードステータス記憶部２０が備わ
っている。ダウンロードステータスとは、各実装設備２～６のダウンロードに関する設備
状態（ステータス）のことであり、ダウンロードの実行が可能な「可能」、ダウンロード
の実行が不可能な「不可」、ダウンロードの実行が可能になった時点でダウンロードを実
行する「予約」の３つのダウンロードステータスがある。
【００１６】
　各実装設備２～６の制御部１１にはそれぞれダウンロードステータス確認・変更部２１
が備わっている。ダウンロードステータス確認・変更部２１は各実装設備２～６のダウン
ロードステータスが、「可能」もしくは「不可」の何れであるのかを確認する。ダウンロ
ードステータス確認・変更部２１が確認したダウンロードステータスはダウンロードステ
ータス記憶部２０に記憶される。またダウンロードステータス確認・変更部２１は、ダウ
ンロード指示部１７からダウンロード開始指令を受けたときに、ダウンロードステータス
が「不可」となっている場合は、「予約」に変更するとともに、ダウンロードステータス
の継続的な確認作業を開始する。
【００１７】
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　次に電子部品実装装置１のダウンロード処理方法について図３を参照して説明する。基
板７の品種が切り替わる機種切替時などにオペレータが入力部１８に一括データダウンロ
ード指令を入力する（ＳＴ１）。ダウンロード指示部１７は、入力部１８に入力された一
括データダウンロード指令を受け、各実装設備２～６にデータダウンロード指令を送信す
る（ＳＴ２）。データダウンロード指令を受けた実装設備のうちダウンロードステータス
記憶部２０に記憶されているダウンロードステータスが「可能」である実装設備について
は即時にデータダウンロードを開始する（ＳＴ３）。
【００１８】
　ダウンロードステータスが「不可」の実装設備については、ダウンロードステータス確
認・変更部２１がダウンロードステータス記憶部２０に記憶されているダウンロードステ
ータスを「予約」に変更する（ＳＴ４）。その後、ダウンロードステータス確認・変更部
２１はダウンロードステータスの継続的な確認作業を開始し、ダウンロードステータスが
「可能」な状況になった時点で当該実装設備についてデータダウンロードを開始する（Ｓ
Ｔ５）。
【００１９】
　電子部品実装装置１において各実装設備２～６のダウンロードステータスが「不可」と
なるのは、各実装設備２～６が機種切替前の基板７に対して電子部品８の実装を完了して
いない設備状態にあるときやメンテナンス作業中の状態にあるときなどである。各実装設
備２～６がこのような状態、すなわちダウンロードステータスが「不可」の状態にあると
きに管理コンピュータ９からデータダウンロード指令を受けると、各実装設備２～６はダ
ウンロードが実行できないことを管理コンピュータ９に知らせるためエラー信号を送信し
ていた。そのため、ダウンロードエラーとなった実装設備についてはダウンロードが実行
されるまで何回もデータダウンロード指令を送り続けなければならなかった。
【００２０】
　電子部品実装装置１は、管理コンピュータ９からデータダウンロード指令を受けた実装
設備のうちダウンロードステータス記憶部２０に記憶されているダウンロードステータス
が「不可」である実装設備については、ダウンロードステータスを「予約」に変更し、エ
ラー信号の送信は行わない。そしてダウンロードステータスが「予約」となった実装設備
についてはダウンロードステータスが「可能」となった時点でダウンロードを自動的に実
行するように構成されている。
【００２１】
　従って、メンテナンス作業中の実装設備は、メンテナンスが終了した時点でダウンロー
ドステータスが「予約」から「可能」に変更になるので、その時点でデータダウンロード
が自動的に開始される。また、機種切替前の最後の基板７に対して電子部品８の実装を完
了した実装設備はその時点でダウンロードステータスが「可能」に変更になるので、基板
７の搬送に伴って各実装設備２～６でデータダウンロードが順次開始される。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明のデータダウンロード方法によれば、ダウンロードが不可能な設備様態にある実
装設備については、ダウンロードの実行が可能となった時点で自動的にダウンロードが実
行されるので、複数の実装設備に対して一回ダウンロード開始指令を送るだけで全ての実
装設備に待ち時間を生じさせることなくデータダウンロードを実行させることができると
いう利点を有し、複数の実装設備を用いて基板に電子部品の実装を行う分野等において有
用である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　電子部品実装装置
　２～６　実装設備
　１５　実装データベース
　１７　ダウンロード指示部
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　１９　ダウンロード制御部
　２０　ダウンロードステータス記憶部
　２１　ダウンロードステータス確認・変更部

【図１】 【図２】
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【図３】
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